
インターナショナル・カフェサロン 2008 

日本人と欧米人のリスク認知の違い－リスク情報をどう捉えるか？－ 

 

１． 日時： 平成２０年１０月２４日（金）１４：００－１７：００ 

２． 場所：    芝蘭会館 

３． 参加者数   26 名 

          

４． 講演 

（１）リスク認識・コミュニケーション・管理～日本での経験から～ 

大阪大学大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 

 Mr. Robert Noel Show（ロバート・ショー） 

ショー氏から，「リスクマネジメントやリスクコミュニケーションに関するほとんどの調査や文献は、大

企業に関するものだが、企業の実態では中小企業の占める割合が高く、中小企業に対する分

析が不可欠」として、自らの日本での会社経験を基に、中小企業におけるリスク認識とコミュニケ

ーション・マネジメントについて、以下のような問題提起があった。 

・エンジニアの話が経理部門とは優先順位が違うことがある。 

・感情が理性に優ることがある。 

・疑問があっても上司に服従的である。 

・パートタイムのスタッフやリース設備に頼っていることが多く主体が曖昧。 

・レビュー不足で再発事象を招き易い。 

・スタッフの交代率が高く、継続的な仕事に支障をきたすことがある。 

・個人に任せきりで情報共有のしくみができていない。 

                    

これらのショー氏の指摘について、会場から日本に限らず他国でも同様との意見や、これらの指

摘を今後どのように分析し、対応するのかなどの意見があった。 

        

 

（２）リスク認知と文化 

ボルドーマネージメントスクール 

Prof. Tatiana Chameva（タチアナ・シャミーヴァ） 

シャミーヴァ氏は，「リスクという用語がフランスや日本社会で爆発的に増大した現代だが、リスク

のもつ意 味 が正 確 に定 義されないまま曖 昧 に使われている。リスクとは，ラテン語 で，危 険を認

知 し 、 そ こ を な ん と か 対 処 す る と い う 意 味 の 「 risco 」 「 risicus 」 と 、 論 争 、 紛 争 と い う 意 味 の



「rixicare」の二つのことばが原義で，リスクの本来のニュアンスである」と指摘された。また，我々

は偏在するリスクの中で暮らすことに対処するため規制を設定して暮らしているが、リスクを意識

するあまり、『規制の過食症（過剰規制の傾向）』に陥っているとして、以下のような事例が紹介さ

れた。 

・欧州では食品添加物の規制が国によってバラバラで、最近は統一化の方向にある。しかし、各

国の特殊事情を無視して包括的に規制されることになり、国によってはこれまで意識されていな

かった面にまで規制が及んで次第に細かくなっていく，という問題が生じている。 

・世論調査によると、フランスでは対処方法が確立されている原子力発電より、対策が思うように

進まない地球温暖化問題の方が、社会生活を脅かすリスクと認知されている。 

・欧州のいくつかの国を対象にした各種の「リスク」と「信頼」の相関関係の調査によると、リスクは

認知されていても行政組織に対する信頼が低い国もあれば、その逆の国もある。 

 

   

 

５．討論 

両講師の講演に対する質疑やコメントの主なものを以下にまとめる。 

C:中小企業での安全文化に対する意識は、経営者や従業員によって個人差が大きく、ばらつ

きがあるのでデータの分析が難しい。 

Q:リスクを管理することと、リスクを認知することとはどう違うのか？ 

A:講演者は、「リスク」とは，ハザード（危険）を認識し、それの対処方法を考えるところまで含むも

のと広義に解釈している。日本では単純にリスクを「危険」として回避すべきものと捉えているふし

がある。 

Q:我が国で後部座席のシートベルトを国が法律で規制することは、リスクを自己責任の領域から

国の責任の領域に拡大 していると考えられるが、それはフランスやアイルランドでも同様か？自

動車事故による人身傷害のリスクの捉え方は、国によって異なるのか？ 

A:フランスでも後部座席のシートベルト着用は国によって規制されている。アイルランド、米国、

パキスタンでも，規則によって着用が義務付けられている．いずれにせよ、リスクを誰が主体的に

管理すべきかを考えることは大事である。 

C:シャミーヴァ教授のお話は、リスクを対象化し、それに積極的に対処するという方向での話で

あったが、もっと異なるリスクとの「つきあい方」もあるのではないか。今年、私がインドネシアを訪

問したとき、バリ島でおもしろい舞踊劇を見た。その劇は、正義の王子 と邪悪な怪 獣のバトルを



描いたものだったが、その劇は、両者のバトルが止めどもなく永遠に続くことを暗示して幕を閉じ

た。そこには、「悪との共存」を受容している生きざまを見て取ることができる。またバリ島のあと、

ジャワ島のジョクジャカルタを訪れた。ジョクジャカルタのほど近くに大きな活火山があり、5 年に

一度、大噴火をする。しかし、その近くに住む人々は、決して自らの村を捨てようとしない。噴火

のたびに一 旦は避難 するが、噴 火 が落ち着けば再 び村 に戻る。これも「悪（火 山）との共 存」を

受容した生きざまのように思われる。以上のように、潜在的リスクを受容し、リスクと共存するという

生き方もあるのではないか。 

Q:「リスク認知」と「信頼」は正の相関関係にあると考えて良いか？ 

A:国によって調査結果が違うので、一概には言えない。社会的、文化的背景が作用している可

能性がある。 

  

  

  


